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急性呼吸窮迫症候群患者を対象とした
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急性呼吸窮迫症候群（Acute Respiratory Distress Syndrome：ARDS）は低酸素血症を
伴う病態を指し、高い死亡率が報告されています。ARDS患者の救命及び集中的治療法の選択
肢のひとつとして、腹臥位療法が推奨されています。しかし、人工呼吸管理中の腹臥位患者の
除圧は難しく、褥瘡発生が報告されています。そこで、本研究は急性呼吸窮迫症候群患者を対
象とした腹臥位療法における褥瘡予防顔面枕の開発を目的としています。

看護学・生体工学的視点から科学的根拠に基
づいた褥瘡予防顔面枕の開発
他分野への応用可能性（整体、エステ、リラ

クセーション他）

・顔面枕の製作・システム制御開発が可能な業種
・顔面枕の評価が可能な業種

医学部 保健学科

【腹臥位時の褥瘡予防ケア】（2022年褥瘡予防・管理ガイドライン、2020NPIAP PIP Tips)
✓ 手術中の体圧分散用具として顔用クッションを使用
✓ 頬にフォームドレッシングを貼付
✓ 定期的に顔の位置をずらし除圧

12時間以上の腹臥位が必要であることや、顔用クッションやフォームドレッシングを腹臥位中に発汗や
唾液などで汚染されやすい顔面皮膚に貼付することから褥瘡発生リスクが高い。

腹臥位を維持しながら、脆弱な皮膚を保護できる、安全で安楽な褥瘡予防顔面枕の開発が必要
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